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Synopsis

Inthispaper,nextsubjectsarediscussed.§27.Reviewofthediscussionsintheprevioussections

(§ § §8,9,10)ofensemblesinquantumstatisticalmechanics,§28,Thirdlawofthermodynamics,§29,

Theidealgasesdiscussedinmicrocanonicalensembleinquantumstatisticalmechanics.§30.Theideal

gasesdiscussedincanonicalensembleinquantumstatisticalmechanics,§31.Theidealgasesdiscussed

ingrandcanonicalensembleinquantumstatisticalmechanics,

§27量 子統計力学の以前の議論のおさらい

我々は以前の節(§… §)4乃 至10で 量子統計力学

を議論 して来た。この節(§)では次の議論へと話を更

に発展 させる為に、以前の節(§… §)に述べた量子統

計力学の議論を御湊い(おさらい)して置く。

御凌い(おさらい)であるこの節(§)の議論も又、K.

Huang著"StatisticalMechanics"の 第1版(旧 版)

と第2版(新 版)に 負 う所が多い。

(1)量 子統計力学の基本原理のおさらい

自然界における総ての系は量子力学に従がう。境界

条件の明瞭な閉じた孤立系(全 世界)で あるところの

この系は、純粋状態であって、系の任意の或る物理観

測量(力 学変数)は ヒルベル ト空間に作用する1つ の

エル ミー ト演算子で記述される。ヒルベル ト空間とは

簡潔に述べれば、ユークリッド空間を無限次元へと拡

張し、且つ、複素空間へ拡大 したものである。系は純

粋状態に在るので、時間の各瞬間における系の状態は

同じヒルベル ト空間中の1つ のケットベクトル(状 態

ベ ク トル)1NP(,)〉 で あ る。 状 態 ベ ク トル は そ の 大 き さ

に意味は無く、ヒルベル ト空間中でそれが指す方向の

みが物理的意味を持っので、我々は状態ケットベク ト

ルを1に 規格化 して置く。故に、総ての時刻に渡って、
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